慈恵園併設デイサービスセンターの福祉避難所としての活用の適否について
平成23年5月7日10:30～

東北大学大学院　本間照雄

１　結　論

　福祉避難所としての活用は困難である。

２　慈恵園併設デイサービスセンターの現状

　・津波は居室天井から20センチメートル下まで上がっている。

　・躯対に問題はないが，トイレ，入浴等の生活設備が壊滅的である。

　・施設裏に廃車の集積が行われており，恐怖感を呼び覚ます可能性がある。
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　・多くの死亡者が出ており，利用者心情に抵抗感が予想される。
　　　　浴室（特浴）　　　　　　　　　　　　　　　デイルーム・厨房
３　設備投資

　事前の算定において，改修と改築がほぼ同程度の事業費を必要としている試算がある。このことから，宿泊施設として機能させるまでの軽費は多額となり，時間的にも相当の日数を必要とする。
４　総　括

　以上の状況を勘案すれは，現時点で福祉避難所として運営する可能性を検討する対象にはなり得ないと思量する。
